
【プログラム】
■トップインタビュー
　鳥山畜産食品株式会社　鳥山真　社長

■保証協会からのお知らせ
　 保証協会の「創業応援チーム」、女性創業応援チーム「シル
キー クレイン」及び『創業計画サポートガイド』について

■チャレンジ企業紹介コーナー
　bit capsule

◎アナウンサー　奈良のりえ

プロローグ
　こんにちは。ご案内役の奈良のりえです。大企業トッ

プへのインタビューなどをおよそ１時間にわたって放送

している「チャレンジ・ザ・ドリーム」。今日のトップ

インタビューは、ブランド牛肉「赤城牛」の生産から加工、

流通までを手がける鳥山畜産食品株式会社の鳥山真社長、

48歳です。群馬県産のブランド牛肉の一つ「赤城牛」は、

鳥山畜産食品が20年以上前の1993年に商標登録して、

ブランド化を進めてきました。現在、海外へ輸出するま

でになっていますが、単なるブランディングにとどまら

ず、肉の「うまみ」を数値化して「味の見える化」を図

るユニークな取り組みなども行っています。鳥山社長に

挑戦の様子や、目指す方向などを伺っていきます。そし

て番組後半は訪問インタビュー。ネコ用品のキャットハ

ウスを開発・販売する桐生市の「bit capsule」をご紹介

します。

トップインタビュー

鳥山畜産食品株式会社

鳥山真 社長
̶̶̶鳥山畜産食品株式会社の鳥山真社長にFM 

GUNMAのスタジオにお越しいただきました。今日はど

うぞよろしくお願いいたします。

鳥山社長：よろしくお願いいたします。

【「赤城牛」】

̶̶̶初めからぶしつけな質問で大変恐縮ですが、鳥山

畜産食品という社名よりも、「赤城牛」というブランド名

のほうを知っている方が多いような気がするのですが、

いかがですか。

鳥山社長：お客さまに身近に感じていただいている証拠

であれば、大変素直にうれしいと思います。

FM GUNMA × 群馬県信用保証協会 

チャレンジ•ザ•ドリーム
～群馬の明日をひらく～

Cha l l e n g e  t h e  D r e am

平成28年12月１日（第45回）放送

　当協会は、平成25年度より、FM GUNMAと共同制作番組
を毎月1回放送しています。創業・起業の応援をメインテー
マとし、群馬発の大企業のトップインタビューを中心に構成
しています。
　放送内容は、当月報に掲載するほか、当協会のホームペー
ジでも公開いたします。
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̶̶̶その群馬県産のブランド牛肉といいますと、この

「赤城牛」や、「上州牛」などがあると思いますが、これ

は鳥山社長、どのように違うんですか。

鳥山社長：群馬県さんやＪＡグループさんの「上州牛」

というブランドは皆さんもよくご存じかと思うんですけ

れども、私どもの「赤城牛」に関しましては、赤城肉牛

生産販売組合という生産者の皆さんの団体で成り立って

おります。その生産者の皆さんの名前を背負う形で、お

客さまのもとへ送らせていただいているのが私どものブ

ランドという形になります。

̶̶̶鳥山畜産食品では、実は牧場も持っていらして、

生産から行っているそうですね。

鳥山社長：はい。私の祖父が家畜商を営んでおりました。

̶̶̶家畜商といいますと、どのようなお仕事ですか。

鳥山社長：生きている牛を農家さんからお客さまにお届

けする役割です。その家畜商の商売をしているところか

ら、現在の牧場と言われている昭和村にございますけれ

ども、1974年に開設をさせていただきまして、一時保管

場所として使わせていただいておりました。牧場という

形では、1980年に鳥山牧場として肉牛の生産を行ってお

ります。

̶̶̶飼育するための牧場として使い始めたわけです

か。

鳥山社長：はい。一般的に肉牛の生産を行っている牧場

に関しましては、生後の９カ月ぐらいの子牛をまず買い

求めてきまして、それから30カ月齢ぐらいまで育てて、

その肉牛を出荷してお肉にします。子牛だけを販売する

農家さんもいますし、その子牛を買い求めてきて生産を

するのが、一般的に言うところの牧場になります。牧場

の開設当時は、全国の各地から子牛を買い求めまして、

肉牛の生産を行っていたんですけれども、今から見ます

とおよそ15年ほど前ですので、大体2000年ぐらいから

一貫生産というところに着手をさせていただきまして、

種を付けて子どもを産ませるところから、肉牛を最後は

自分たちで食肉加工まで施してお客さままでお届けする、

屠殺という作業以外は全て自社で行えるという仕組みが

でき上がりました。

̶̶̶これは鳥山社長、全国的に見て、そういう取り組

みをしているところはほかにありますか。

鳥山社長：かなり少ないと思います。

̶̶̶大変そうですね。

鳥山社長：はい、何よりも時間がかかります。

̶̶̶時間、どのぐらいかかりますか。

鳥山社長：そうですね、私が指示をしまして、種を付け

るその日からお客さまの口に運ばれるお肉になるまで約

４年はかかります。

̶̶̶４年。

鳥山社長：はい。

̶̶̶今、種付けをしても、東京オリンピックがもう

……。

鳥山社長：はい、終わってしまいます。

̶̶̶終わってしまうと。長いスパンですねえ。そういっ

たあたりも非常に難しい経営を自らチャレンジングな

さっているのかなと思うんですけれども、1993年に、先

ほどからご紹介いただいております「赤城牛」の商標登

録を行ってブランド化を始めましたよね。これはどう

いったことからですか。

鳥山社長：当時一緒にお取り組みをさせていただいてい

たお客さまと一緒に商標登録に踏み切ったというお話は

聞いております。というのは、まだ私が入社前のお話で

ございまして、地元の生産者約15名ほどで、町おこし、

村おこし、農業おこしに近い思い入れの強い中で始まっ

た、いわゆる生産側から温度を高くしてブランド化しよ

うっていうお話で進められたというところを伺っていま

す。

【家業に入るまで】

̶̶̶鳥山社長はもともと家業を継ごうというふうに

思っていらっしゃったんですか。

鳥山社長：子どものころは、人に聞かれたときには「家

業を継ぎます」というふうに答えていた記憶はあります

けれども、物心ついて、自分が何をしようと思っている

ときに、選択肢の中に家業を継ぐというものは残念なが

らなかったですね。

̶̶̶あ、そうなんですか。ではほかに何かやりたいも

のがあったとか、見つかったとかいうことですか。
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鳥山社長：そうですね、取り組んでいたといいますか、

熱中していたスポーツがございました。

̶̶̶何をしていたんですか。

鳥山社長：学生時代からスキーをしていました。

̶̶̶では、もしかしてスキーで何か生業をというふう

にお考えだったということですか。

鳥山社長：今思えば相当甘い考えだったと思うんですけ

れども、そんなふうに考えた時期もありました。

̶̶̶それがなぜ、家に入ろうというふうに思われたん

でしょうね。

鳥山社長：東京で勤めをしていたんですけれども、その

勤めをしていた会社の事情といいますか、ちょうどその

タイミングで、家業であるこの会社のほうも、業績が正

直あまりよくなかったんですね。

̶̶̶ご自身としても、ここはお父さまの会社に入られ

て、立て直すという思いですか。

鳥山社長：私は会社に入って、屠殺という現場に最初の

１年ほど従事しまして、結果的に今までには包丁を持っ

て食肉加工の仕事をする以外は、全ての業務を経験した

んですけれども、一番最初に与えられたミッションは、

やはり生産の現場を勉強して、この業界の仕組みといい

ますか、そこを見えるようにならないと、お客さまにお

届けするっていうところまではなかなかたどり着かな

いっていうことを、父からその当時言われた記憶があり

ます。

【入社後の社会情勢】

̶̶̶1995年、27歳で入社なさったということですが、

その後はいかがでしたか。

鳥山社長：私が会社に入ってから、もう20年が経過しま

すが、食を取り巻く環境が目まぐるしく変わった20年

だったのかなと思います。会社に入社した当初、目の前

にあった大きな事件でＯ157事件というのがありました。

̶̶̶ありましたね。

鳥山社長：その後に狂牛病（BSE）がありました。産地

の偽装の問題でありますとか、2010年には宮崎で家畜の

口蹄疫って大きな事件も起きました。同じタイミングで、

2010年から11年にはユッケの事件でありましたり、東

日本の震災もありました。そういったところを常に見な

がら、立ち位置をどこに置かなければいけないのかとい

うのが、毎年リセットされていくような感覚だったです

かね。

̶̶̶確かに、ちょうど鳥山社長が入社されたぐらいか

ら、そういった幾つもの困難が押し寄せていましたよね。

そういった中で、気持ちが折れそうになることってあり

ませんでしたか。

鳥山社長：幸いといいますか、一生懸命頑張って私の思

いをぶつけようと思って。目の前にいる牧場の牛は口が

利けませんので（笑）。決して大声で怒鳴っていたわけ

ではないんですけれども（笑）。

̶̶̶確かに（笑）。

鳥山社長：ただ、そんなことを思い起こすと、やはりちゃ

んと自分の中に常に帰ってきて、自分の中で結論を下さ

ない限りは次がないっていうことは、その都度感じてい

たのかなと思っています。業界の中だけで情報交換をし

ていますと、すごくネガティブな発想になってしまいま

すので、そのときには、私は逆にそれを外から見る視線

といいますか、それを常に持っていたいなというふうに

は思い続けていました。

̶̶̶それは、ほかの異業種の方とお話をするとか、そ

ういうことですか。

鳥山社長：そうですね。異業種の方から見たときに、私

たちの業界が今どう映っているのか、その取り組みはど

んな方向を向いているのかということに、常に耳を傾け

ながら取り組んできたことは、今思ってみれば非常に役

に立ったのではないかなと感じています。

̶̶̶新たな挑戦を進めている様子というのを次のパー

トで伺っていきたいと思うんですが、その前に、ここで

１曲お届けしたいと思います。ウィルソン・フィリップ

スの『ホールド・オン』、1990年のナンバーを選んでい

ただきました。これは社長、どんな思い出の曲ですか。

鳥山社長：当時、バブル絶頂期といいますか。

̶̶̶そうですね（笑）。楽しい学生時代でしたか。

鳥山社長：学生時代で感じていたよりは、尊敬している

先輩方がバブルを謳歌していた姿を見させていただいた

その背景で、常にこの曲が流れていました。ただ、その
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ときにはいろいろな思いはありましたけれども、やはり

前を向いて続けていこうという部分が、まさにこの曲に

込められているのかなと思いました。

̶̶̶はい。それではお届けいたしましょう。ウィルソ

ン・フィリップスで『ホールド・オン』。

【味の見える化】

̶̶̶肉のうまみを数値化して、「味の見える化」を図る

取り組みをなさっているそうですね。

鳥山社長：はい。おそらくもう足掛け８年ほど、そういっ

た取り組みを行っております。

̶̶̶これはどうしてこういったことを始めたんです

か。

鳥山社長：きっかけは、お客さまに飛びきりの商品を持っ

てきてほしいというふうに言われたので、真っ白な、格

付けでいきますとＡの５番のお肉をお客さまに納品をさ

せていただいたところ、おいしくないから要らないと返

品されてしまいました。そのときに初めて、私たちはＡ

の５番というのは、おいしさを担保するものではなくて、

あくまでもやはり、見た目なのかもしれないというふう

に、感じてしまったんですね。

̶̶̶鳥山社長、この肉の評価、よくＡ５なんていうふ

うにランクを聞いて、これは最高級なんて言ったりしま

すけれども、これはどういうものなんですか。

鳥山社長：全国統一の規格がございまして、決められた

面積の中にどのぐらい霜降りが含まれているかというも

のを視覚、見た目の中で、赤身が強いものが１からです

ね……

̶̶̶１。

鳥山社長：はい。霜降りの一番強いものが５という形に

なります。

̶̶̶Ａ、Ｂ、Ｃというのは、ちなみにどのようなこと

ですか。

鳥山社長：お肉の付き具合で、等級にしますと、歩留ま

り等級という等級になります。Ａが一番お肉の量が取れ

ていますという格付けになります。

̶̶̶なるほど。それでＡ５というのが最高級のランク

ということなんですか。

鳥山社長：はい。そうすると、何かそのお肉を正しく評

価する物差しが足りないかなというふうに感じました。

̶̶̶ああ。その見た目だけじゃなくて、もっとプラス

アルファなものがあってもいいのではないかと。それが

転換期になったわけですか。

鳥山社長：そうですね。

̶̶̶具体的にどんなことを思い付いたというか、ス

タートは……。

鳥山社長：大きく分けますと、私たちが考えた見える化

で使った材料ですけれども、まずは脂の質を評価したい。

もう１つは、お肉の一番大切な赤身の部分を、ちょっと

違った評価をしたい。

̶̶̶オリジナルな分析ということですよね。

鳥山社長：はい。脂質に関しましては、自社で光ファイ

バーで測定をする機械を購入いたしました。

̶̶̶そして、赤身の評価というのはどのようになさっ

たんですか。

鳥山社長：赤身の評価は、慶應大学のベンチャー企業で

ありますＡＩＳＳＹさんという会社と提携させてもらい

まして、人工味覚センサーを活用させていただきまして、

人間の味覚の基本味と言われていますけれども、甘味、

塩味、酸味、苦味、うまみ、この５つの基本味の中から、

私たちはそのセンサーで出た評価の中のうまみという数

値を、私たちの赤身のおいしさの１つの指標として採用

させていただいています。

̶̶̶画期的な取り組みですね。

鳥山社長：自分たちでも、もともと私たちの手元にある

業界の評価の仕方とどうリンクさせていくかというとこ
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̶̶̶空振りですか。1,000件ぐらいは空振りだった感

じですか。

鳥山社長：そうですね。

̶̶̶それは心が折れそうですけれども、いかがでしたか。

鳥山社長：もう既に営業をなさっているレストランさん

では、今扱っていらっしゃる牛肉があるわけですよね。

̶̶̶そうですよね、もうシェフがご自分でお気に入りの。

鳥山社長：はい。

̶̶̶それこそ全国でいろいろなブランドがあるわけで

すが、そこをどうやって切り込んでいったんですか。

鳥山社長：ひたすらお肉をばらまきました。食べておい

しくなければ、もう来ませんというふうにお願いをしま

した。

̶̶̶皆さんに、まずは召し上がっていただいたわけで

すね。

鳥山社長：すみません、言葉が乱暴でした。

̶̶̶（笑）。でも、そういった中にこのデータ、「味の

見える化」というのが、エビデンスとして大切だったん

でしょうかね。

鳥山社長：それももう、スタート当初はすごくバラバラ

な活動ではあったんですけれども、特にお肉の味を認め

ていただけるシェフの方とか、料理長の方、オーナーの

方の言葉をいただいた中で、私たちがつくりだそうとし

ているマップとだんだん合致をしてくるというのを、着

実に体感できたのではないかなと思っています。

̶̶̶では、この「味の見える化」の効果も、ずいぶん

出てきたということですか。

鳥山社長：まだまだ事例そのものは少ないとは思ってい

るんですけれども、これから先ますます役割としては大

きくなってくるんじゃないのかと思っています。

【社長就任と海外進出】

̶̶̶2010年に社長に就任されましたけれども、そのと

きはどんなお気持ちでしたか。

鳥山社長：私どもの会社には業界の先輩もまだまだたく

さんいましたので、私が命令をするとか、そういう話で

はなくて、やはり一緒にやろうという、私が動く姿をま

ずは見てもらおうということが一番先にありました。

ろが、今も試行錯誤を繰り返しながらなんですけれども、

やはり一番そこに時間を費やしているところです。よい、

悪いという話ではありませんので、お客さまのニーズに

マッチするところのお手伝いという役割にしておりま

す。

̶̶̶お客さまのニーズって本当にさまざまだと思いま

すが、例えばどんなオーダーがありますか。

鳥山社長：たくさんは食べられないけれども、コクの強い、

そして霜降りの強いものを食べたい、もしくは、すごく

あっさりとしたお肉の性質のものをたくさん食べたい、

というお客さまに合わせる形で、こちらがお手伝いをさ

せていただけるのかなと考えています。

̶̶̶優劣でなくて、その方の好みというのは、牛さん

にとってもなんかすごくいい評価基準ですね（笑）。

鳥山社長：生産者の皆さんがやはり長い期間をかけて生

産をしたものですので、上下関係にあるものではなく、

お客さまのニーズに合う形に、私たちがコンシェルジュ

としての役割を果たすというところが一番大切なのでは

ないかと思っています。

【営業活動】

̶̶̶レストランなどのオーナーシェフに、直接営業に

行かれたりもしたそうですね。

鳥山社長：私たちが農家さんからお預かりしたり、もし

くは、自社の牧場から生産したストーリーを持った商品

を直接消費の現場にお届けしようということで、大体、

２年間で2,000件ぐらいは自分でお客さまと直接やりと

りをしました。

̶̶̶鳥山社長がですか。

鳥山社長：はい。

̶̶̶あ、そうですか。群馬はもちろんですけど、都内

なども行ったんですか。

鳥山社長：そうですね、都内近郊が多かったです。

̶̶̶うまくいきましたか。

鳥山社長：おかげさまで、最初の１年はほぼ空振りです

ね……。

̶̶̶おかげさまで（笑）。

鳥山社長：（笑）。
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̶̶̶ちなみにシンガポールをお選びになったというの

も、やはりそういった需要があるということですか。

鳥山社長：はい、それもあります。やはりアジアのハブ

と言われているシンガポールには世界各国からお客さま

が集まってきますので、おのずとほかの国でも引き合い

が来るんじゃないのかなというふうな思いもありまして、

まずはシンガポールで居場所をつくりたいという思いが

ありました。

̶̶̶また去年からは、もう少し海外進出の展開が増え

てきたようですけれどもいかがですか。

鳥山社長：国のお手伝いもちょっといただきまして、昨年、

中小企業としては初めてヨーロッパの輸出を実現いたし

まして、昨年の秋にはロンドンへ行かせていただきました。

̶̶̶ああ、激戦区のような気がしますが、いかがでしょ

うか。

鳥山社長：シンガポールと同じ感度で取り組みを始めた

んですけれども、現地に１週間滞在した中では、ハード

ルの高さを勉強して帰ってきたというのが、昨年の秋の

いい体験だったのかなっていうところですかね。

̶̶̶ちなみにそのハードルの高さというのはどういう

ことですか。

鳥山社長：肉食の文化の歴史の違いですかね。

̶̶̶はあ、ええ。

鳥山社長：私たちが見た目には差がわからない赤身のお

肉が目の前に、例えば３種類並んでいるわけですけれど

も、シェフの皆さんは、その赤身３種類を使い分けるん

ですね。ステーキで食べる赤身。生っぽく食べる赤身。

煮込むための赤身。全て見た目は同じなんですけれども、

調理の仕方によって味が違うんだということ、古くから

ヨーロッパでは使い分けられてきたというお話をされま

して、私どもが持っていった霜降りの牛肉の説明をさせ

ていただこうと思ったんですけれども、私どもが持って

いったサンプルのお肉には、あまり興味を示していただ

けなかったですね。

̶̶̶そのあたりも、今後はまたちょっと手法を変えて

ということですか。

鳥山社長：そうですね。ヨーロッパに関しては、まだま

だ我々も勉強を継続しながら、もちろんチャレンジは続

̶̶̶そういった動く姿の取り組みの１つでもあるかと

も思うんですけれども、海外輸出も積極的に行いました

よね。

鳥山社長：取り組みを始めてちょうど３年になりますけ

れども、今現在はシンガポールへ自社の牧場の黒毛和牛

を輸出させていただいています。

̶̶̶手応えはいかがですか。

鳥山社長：３年経過をした今だから言えることなんです

けれども、おかげさまで今は定時定量で、お客さま、レ

ストランは、着実に増えております。

̶̶̶どういったことが理由で海外に進出をなさったん

ですか。

鳥山社長：私どもは「味の見える化」という特徴的な取

り組みを行っているわけですけれども、その取り組みが

どこまで通用するのかというところを純粋に評価してい

ただきたかった。あとは、やはりそういったご縁をいた

だいたということがありましたので、素直に出ていこう

と取り組みが始まりました。

̶̶̶何となく海外というと、ちょっとハードルが高い

ような気がするんですけど、いかがでしょうか。

鳥山社長：現地のパートナーと私たちの考え方がなかな

かかみ合わなかったので、最初の１年は、そのハードル

をもう痛切に感じた１年でありました。

̶̶̶ああ、そうですか。

鳥山社長：最初の１年はやはり結果も付いてこなかった

ですね。

̶̶̶その後は少しずつ改善していきましたか。

鳥山社長：自分たちで営業しました。

̶̶̶またここでも（笑）。そうですか。海外進出とい

うのは、何が一番大事だと思いますか。

鳥山社長：海外に進出するためには、やはりパートナー

の存在というのが非常に大きな存在だというふうに考え

ています。

̶̶̶その相手の国のパートナーということですね。

鳥山社長：はい。私たちは、やはり日本側からものを見

るのではなくて、現地の消費者の方の目線で、やはりも

のを見ていかないと、結果は出てこないということが、

この３年たって強く感じているところですね。

14 GUNMA GUARANTEE MONTHLY REPORT



C h a l l e n g e  t h e  D r e am

けていきたいと思っていますし、ご縁をいただきまして

イタリアのミラノの輸出が始まっておりますので、やは

り現地の方と情報交換を密に行いながら、シンガポール

で言うところの現地の消費者の目線をどうやってつかん

でいくかっていうのは、これからの大きな課題だと思っ

ています。

̶̶̶お話の中に生産者というよりも、消費者の目線と

いうのをまず大事にしているんだということがすごく感

じられますが、いかがでしょう。

鳥山社長：最後は、提供している側ではなくて、食べて

いただくお客さまがおいしい、だからまた食べたいと思

うところが、私は始まりだと思っています。そこが始ま

りである以上、その目線は決して失ってはいけないだろ

うなというのは、これからも変えるつもりはありません。

̶̶̶そのためには、本当に幾つものハードルを越えて

いらっしゃいますけれども、社長は結構ハードルを越え

るのが楽しそうですね。

鳥山社長：どちらかといいますと、全面的に賛成をして

いただく空気よりは、まず反対をしていただく空気のほ

うが好きです。

̶̶ （̶笑）。そこから切り込んでいくということですか。

鳥山社長：その方に気に入っていただくための要素を、

自分たちがまずできるか、できないか。自分たちででき

るのであれば、やはりそこをしっかりと追及していきた

いと思っています。

【レトルトカレー】

̶̶̶さて、加工食品も実はつくっていらっしゃるとい

うことで、今年全国のご当地カレーの人気投票で第３位

に輝いた、「赤城牛」を使ったレトルトカレー。中には、

あのとっても有名な某横浜のカレーも抜いたなんていう

お話も聞きましたけれども。

鳥山社長：はい、おかげさまで。

̶̶̶おめでとうございます。

鳥山社長：ありがとうございます。

̶̶̶全国で３位ですか。

鳥山社長：はい。

̶̶̶どんな特徴を持ったカレーなんですか。

鳥山社長：量的には、一般的なレトルトカレーでござい

ますので、１パック200グラムという量なんですけれども、

私どものカレーには、その１パックあたり50グラムほど

お肉を入れさせていただいております。

̶̶̶ふんだんに入ってますね。

鳥山社長：はい。

̶̶̶しかも「赤城牛」。

鳥山社長：はい。食肉の加工がメインの会社でございま

すが、数多くの端材が出てまいりますので、生産者の皆

さんからお預かりをしたお肉の端材であっても、やはり

変わらないストーリーを背負ったものである以上は、何

かそれは生かすことができるんじゃないのか。ただ、や

るのであれば、お肉屋さんが提供させていただいている

という色を強く出したかったというところですね。

̶̶̶ああ、いや、おなかがすいてきて、お肉が食べた

くなったり、カレーが食べたくなったり大変なことに

なってきました。

【プライベート】

̶̶̶ここでは少し仕事の話を離れまして、プライベー

トな面も伺いたいと思います。鳥山社長、趣味は何ですか。

鳥山社長：スポーツ全般、見るのも、体を動かすのも好

きなんですけれども、一番長くしているのが、やはりス

キーですかね。
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̶̶̶あ、今もやっていらっしゃるんですか。

鳥山社長：はい。さすがにあまり時間が取れないんです

けれども。

̶̶̶じゃあ、学生時代ぐらいから取り組んでいるので

すか。

鳥山社長：一番集中して取り組んだのは、やはり大学時

代だと思います。

̶̶̶ああ、そうですか。何やら指導者級の腕前をお持

ちと聞いております。

鳥山社長：限られた時間ですので、正指導員という資格

までは取れなかったんですけれども、準指導員という資

格までは取得させていただきました。

̶̶̶では、実際に指導もしていたというか、インスト

ラクターもやっていたんですか。

鳥山社長：20歳から12年ほど。

̶̶̶ええっ。あ、そうですか。じゃあ、鳥山畜産食品

に入ってからもやっていたんですか。

鳥山社長：はい。日曜日にスキー場でレッスンをやって

いました。

̶̶̶それは鳥山社長、趣味の域を超えていませんか。

鳥山社長：自分の気持ちでありますとか、日常生活をど

うやってギアチェンジをするのかという中では、非常に

大きな役割だったのかなというふうには感じています。

̶̶̶もうそこだけは別世界というか、離して。それに

よって、またリフレッシュしたりとかということですか。

鳥山社長：はい。

̶̶̶ちなみに、その経験が今の仕事に役に立っている

とか、社長業に結構役に立つんだよねなんていうことは

ありますか。

鳥山社長：自分の中では、特に学生時代ですかね。スキー

場でたくさんの先輩方に教わったことっていうのは、間

違いなく今、生きているなとは感じています。

̶̶̶その生き方とかですか。

鳥山社長：はい。

̶̶̶ああ、そうですか。何か今でも覚えていることは

ありますか。

鳥山社長：思い出すと、叱られた話ばかりになるんです

けど。

̶̶̶やんちゃだったんですか。

鳥山社長：いや、そんなことはないんですけれども、や

はりちょっと調子に乗りやすいタイプだと、よく叱られ

まして。

̶̶̶なるほど、そういうところで先輩方というか、そ

ういうところでの付き合い方とか、そういうのを学ばれ

たということですか。

鳥山社長：はい。

̶̶̶それが、もちろん今にも生きていらっしゃる。

鳥山社長：はい。

̶̶̶スポーツ全般とおっしゃいましたけど、そのほか

何か趣味はなさっているんですか。

鳥山社長：今は、それ以外はゴルフですかね。

̶̶̶ああ、そうですか。ゴルフは、いろいろとコミュ

ニケーションを取ったりとか、そこでのネットワークづ

くりというのも、また少しビジネスも関係しているんで

しょうかね。

鳥山社長：どちらかといいますと、ゴルフの一番好きな

ところは、誰のせいにもできないというところです。特

にお仕事であれば、いろんな立場の方がいらっしゃるわ

けですけれども、目の前で失敗した一打は自分のせいっ

ていうところが、非常に深い、そんなところが好きなス

ポーツですかね。

【今後の目標】

̶̶̶ここでまたちょっと仕事の話に戻りたいと思うん

ですけれども、鳥山畜産食品の今後の目標なども、せっ

かくですから今日はお聞かせいただけますか。

鳥山社長：生産から流通まで、私どもの業界は分業になっ

ているのが一般的ではあるんですけれども、生産から流

通全てをまかなうことができる私たちだからこその取り

組み、その存在感というものを、さらに磨いていきたい

なと考えております。やはり一番になるのであれば、ナ

ンバーワンではなくて、オンリーワンを目指していきた

いと思っています。

̶̶̶今日お話の中で何度か出てきた、そのストーリー

というのですが、やっぱりすごく物語、ストーリーを大

切にしていらっしゃるんですか。
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鳥山社長：はい。目の前にある商品１個は変わりはない

と思うんですけれども、そこの裏側にどんな思いがこ

もっていて、どんな形でお客さまに食べていただきたい

かというところの正確な情報を伝えるという役割は、私

どもであれば可能なのではないのかなとは考えておりま

す。

̶̶̶それが「味の見える化」でもあるわけですよね。

今後、こんなことをやってみたいという、新たな挑戦な

ども、今お考えのものがありましたら教えていただけま

すか。

鳥山社長：日本国内では今、生産者の皆さんが、後継者

の問題でありますとか、価格の高騰でありますとか、も

うたくさんの課題を抱えております。そういった生産者

の皆さんの中にも、私たちの考え方に賛同していただけ

るような方はたくさんいらっしゃると思っていますので、

私たちはもちろん、群馬県の鳥山で「赤城」というブラ

ンドを持っているわけなんですけれども、それを一歩踏

み出して、次のジャパンブランドっていうものに手をか

けていきたいなというふうに考えています。

̶̶̶さらなる展開も楽しみですね。

鳥山社長：ありがとうございます。

【起業家や経営者へのアドバイス】

̶̶̶最後に、これから起業したいと考えている人や、

新しい事業に挑戦したいと考えている若い人へのメッ

セージの意味も込めてお話しいただければと思うんです

けれども、新規事業に取り組んだり経営をしていく中で、

大切なことは何だと思いますか。

鳥山社長：私自身も今も挑戦中ではありますけれども、

ぶれない強い思いで、より多くの仲間に感情を伝染させ

ることで、その取り組みそのものを温度を高めて進んで

いただければ、質の高い事業になるのではないのかなと

思っています。

̶̶̶取り組みの温度を高めるですか。

鳥山社長：事業の成果だけが全てではないというふうに

考えていますので、同じ気持ちを持った人間同士、もし

くはそのチームで活動を行っていくこと自体、そこに価

値を高めていきたいというのが、常日頃から感じている

ところですね。

̶̶̶今日のトップインタビューは鳥山畜産食品の鳥山

真社長にFM GUNMAのスタジオにお越しいただきお話

を伺いました。それではここでもう１曲、お届けしたい

と思います。もう１曲選んでいただきました。このナン

バーは、どんな思い出の曲ですか。

鳥山社長：曲が出たときはまだ10代だったんですが、一

番聞いたときはバブルの絶頂期でございまして、先輩方

が仕事にも遊びにも一生懸命になっている。自分たちは

味わってないんだけれども、常にその後ろ側で流れてい

たのを、やはり忘れられない曲の１曲です。

̶̶̶それではお届けいたしましょう。ポリスで『Every 

Breath You Take　見つめていたい』です。今日はどうも

ありがとうございました。

鳥山社長：ありがとうございました。

保証協会からのお知らせ

保証協会の「創業応援チーム」、女性創業応援
チーム「シルキー クレイン」及び『創業計画
サポートガイド』について
̶̶̶ここからは、群馬県信用保証協会からのお知らせ

です。群馬県信用保証協会の鈴木さんにお話を伺います。

鈴木さん、よろしくお願いします。

鈴木課長代理：こちらこそ、よろしくお願いします。

̶̶̶保証協会では、これまでの放送でお伝えしてきて

いるとおり、創業支援に特に力を入れていますが、創業

を考えている人への相談体制について教えていただけま

すか。

鈴木課長代理：はい。保証協会では、創業をお考えの方

を対象に、総勢38名から成る創業応援チームを本店と高

崎、桐生、太田の各支店に配置し、創業にかかる各種ご

相談に乗っています。また、創業を志す女性や女性経営

者の方には、女性職員９名で構成する女性創業応援チー

ム・シルキー クレインが、女性ならではの視点・感性を

生かしたサポートを行っています。例えば創業計画書作

成のアドバイスや、お客さまが希望する金融機関への橋

渡し、そして、群馬県とタイアップして保証料を割引し
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た創業チャレンジ資金、女性・若者・シニアチャレンジ

資金による金融面のサポート、さらには、創業後の継続

的な経営相談など、創業前から創業後まで親身になって

サポートを行っています。また、保証協会が連携してい

る群馬県中小企業診断士協会の専門家による支援も無料

で行っています。

̶̶̶創業したいと思ったら、まずは保証協会に足を運

んでみれば、創業応援チームや、女性創業応援チーム・

シルキー クレインが丁寧に相談に乗ってサポートしてく

れるというわけですね。また、保証協会では、創業計画

書作成のためのガイドブックも発行しているそうですね。

鈴木課長代理：はい。保証協会では、創業をお考えの方

に向けたガイドブック『創業計画サポートガイド』を発

行しています。創業者向け保証制度の説明や、各種創業

支援サービス、実際に創業に成功された事例のご紹介、

そして創業にあたって必要不可欠な創業計画書の書き方

を具体的にわかりやすく解説しています。実際の創業計

画書が掲載されていますので、書き込んだ計画書を保証

協会までご持参いただければ、そのまま創業のご相談に

も活用できます。

̶̶̶この『創業計画サポートガイド』は、どこで手に

入れることができますか。

鈴木課長代理：はい。金融機関、商工団体の窓口に置い

てあるほか、保証協会にご連絡いただければお送りさせ

ていただきますので、お気軽にお問い合わせください。

̶̶̶保証協会の創業応援チーム、女性創業応援チー

ム・シルキー クレインや、『創業計画サポートガイド』を

大いに活用して、群馬でたくさん創業する方が増えると

いいですね。

鈴木課長代理：はい、そう願っています。創業をお考え

の方、また、創業を考えていても今一歩踏み出せないと

いう方、この機会にぜひ保証協会の『創業計画サポート

ガイド』をお読みいただき、創業応援チーム、女性創業

応援チーム・シルキー クレインまでお気軽にご相談くだ

さい。チャレンジ・ザ・ドリーム、保証協会は夢の実現

に向かって頑張るあなたを応援しています。

̶̶̶鈴木さん、今日はありがとうございました。

鈴木課長代理：ありがとうございました。

チャレンジ企業紹介コーナー

bit capsule
　「チャレンジ・ザ・ドリーム～群馬の明日をひらく～」、

続いては訪問インタビューです。今日ご紹介するのは、

ネコ用品のキャットハウスを開発販売する桐生市の「bit 

capsule」です。石原則和社長は、IT関連の企業も経営

していて、bit capsuleは２回目の起業です。新たな事業

にチャレンジする理由や、キャットハウスの開発という

ユニークな事業内容などについて、桐生市本町のオフィ

スにお邪魔してお話を伺ってきました。

̶̶̶私は今、桐生市本町のbit capsuleのオフィスに来

ています。石原社長、今日はどうぞよろしくお願いいた

します。

石原社長：よろしくお願いいたします。

̶̶̶たくさんのキャットハウスと言われているものが

あるんですけれども、布製のカラフルなものであったり

とか、木製の、ちょっと地球儀のような形、円形のもの

とか、それから雨粒というか、栗のような形、これ、張

り子でつくってあるんだそうですね。

石原社長：はい、そうです。

̶̶̶これを、いわゆるキャットハウスというふうに

おっしゃっているわけですね。

石原社長：はい、そうですね。

̶̶̶特徴はどんなところが挙げられますか。

石原社長：どの製品も、やはり国内生産にこだわってお

りまして、安心安全な材料を使って国内の企業でつくっ

ております。国内といっても、布製品は繊維産業が盛ん
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ですので、桐生市内でつくっております。木の製品は、

群馬県産の木材を使って、こちらは前橋の企業につくっ

ていただいております。張り子のほうは、やはり高崎だ

るまが有名ですので、その技術を使った張り子というこ

とで、高崎で製造をしていただくという予定でございます。

̶̶̶これ、今まで見てきたキャットハウスのイメージ

を本当に覆すかのようなものですね。

石原社長：そうですね、はい。

̶̶̶お部屋の、ある意味、インテリアの一部として置

けるようなキャットハウスなんですね。

石原社長：おっしゃるとおりです。一応それを目指して

おりまして、ネコも満足していただきたいんですけれど

も、やはり飼い主の、部屋のインテリアとかこだわって

いるところですね。そういうところにもやはりマッチす

るようなものをつくると考えてやっております。

̶̶̶石原社長は、このキャットハウスのどの部分を手

がけていらっしゃるわけですか。

石原社長：大体の形で、こういうものが欲しいというの

を各企業さまに伝えて、企画みたいな感じですかね。

̶̶̶企画なわけですね。どのぐらいの価格帯で販売な

さっているんですか。

石原社長：今、布製品しか売ってないんですけれども、

布製品が２タイプ商品がございまして、マシュマロって

いう製品が小っちゃいほうのものなんですけれども、そ

れが１万5,800円。ピーナッツという、ちょっと大きめ

のものがあるんですけれども、そちらが２万6,800円と

いう価格です。

̶̶̶おお、結構高価格なようにも聞こえますけれども

……。

石原社長：そうですね。

̶̶̶売れ行きはいかがですか。

石原社長：そうですね。今、ネット販売で、自社のEC

サイトで販売を行っているんですけれども、ぼちぼち売

れてきました。

̶̶̶もちろん、こちらでビジネスを起業なさっていま

すけれども、石原社長はキャットハウスの開発販売を行

う、このbit capsuleという会社のほかにも、IT関連の会

社、アイ・エス・プライムを経営していらっしゃって、

実は今回、２度目の起業ということなんですね。

石原社長：そうですね、はい。そういうことになりますね。

̶̶̶その本体というか、１つ目に起業なさったアイ・

エス・プライムの業務についても教えていただけます

か。

石原社長：はい。アイ・エス・プライムはIT関連の企業

なんですけれども、スマートフォンのアプリですとか、

ウェブ関係のECサイトですとか、あとは生産ラインの

制御をするものですとか、最近ではIoT関係のセンサー

で値を読みとって、クラウドにアップして、それをスマー

トフォンで見るとか、そういったものも手がけておりま

す。

̶̶̶この最初の企業、アイ・エス・プライムの設立は

どのように行いましたか。

石原社長：2010年ですね、41歳のときにアイ・エス・

プライムを起業したんですけれども、もともとは群馬県

内にありました電機メーカーに勤めておりまして、そこ

ではソフトウェアとハードウェアを組み合わせて機器を

つくっていたんですけれども、これからちょっとソフト

ウェアがどんどん伸びるだろうなということで、ソフト

ウェアだけの開発をしたいということで、桐生市内にあ

るソフト会社に転職をしまして、それを経て2010年に起

業したという形になります。

̶̶̶40代前半での企業ですよね。

石原社長：そうですね、はい。ちょっと遅いとは思うん

ですけれども。

̶̶̶転職をなさったときに、起業するために転職した

んですか。

石原社長：いやいや、そんなことは全く考えてなくて。

̶̶̶石原社長がおっしゃるには、ちょっと遅いかなと

いう時期に、どうして起業しようと思いましたか。

石原社長：2010年にちょうどiPadが出たんですね。そ

れを見たときに、iPhoneのアプリとか見たときに、これ

はちょっとすごいなと思いまして……。

̶̶̶世の中が変わるぞ、みたいな感じですか。

石原社長：そうですね。そういうこともやりたいと思っ

たんですけど、やはりなかなか企業に所属していると、

自分のやりたいことが全てできるわけではないので、自
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分で始めて、自分で好きなことをやろうという形で始め

たという経緯ですね。

̶̶̶現在の状況はいかがですか。

石原社長：スタッフも増えまして……。

̶̶̶今、スタッフは何人ぐらいいらっしゃるんですか。

石原社長：今は社員１名で、あとはアルバイトのデザイ

ナーさんが１人です。

̶̶̶ご自身の中では順調にきていますか。

石原社長：そうですね。まあまあ、順調と言えば順調に

推移はしています。

̶̶̶はい。そういった中で、新たなチャレンジをなさっ

たのが、このキャットハウスの開発販売という別事業な

んですけれども、これは改めてどうして乗り出そうと

思ったんでしょう。

石原社長：はい。2014年の７月にネコを飼い始めまして。

それまでは別の事業をやろうとも思っていなかったのと、

ネコも特に好きではなかったので、そういうことは考え

ていたわけではなかったんですね。2014年にネコを飼い

始めて、それがきっかけで、ネコがもうとても好きになっ

てしまって、それに付随してネコのグッズですとか、そ

ういうものをどんどん、どんどん買うようになりまして、

新潟県の関川村というところでつくられている「猫ちぐ

ら」っていう、わらで編んだものがあるんですけれども、

初めはそれを買おうとしたんですね。それがネコのグッ

ズの中では高いほうで。

̶̶̶高いというのはどのぐらい。

石原社長：２万3,000円ぐらいしましたね。それを買お

うと思いまして、もうかわいさ余って、金銭感覚がまひ

してきてしまったんですけれども、それを注文しようと

したら、なんと７年待ちなんですよ。だったらもう、自

分でつくっちゃえっていう感じだったんですね。

̶̶̶と同時に、それだけ好きなものに対しては……。

石原社長：もうお金をかけてしまってということですよ

ね。だから、自分と同じような気持ちの方が全国にいる。

全国というか、世界中にいるんじゃないかっていうのも

ありまして、高いけれども高付加価値のものを提供すれ

ば、そういう市場は必ずあるということで始めたという

次第ですね。

̶̶̶とは言っても、全く違うものですから、どこから

手を付けたらいいのかって、すごく難しいと思いますが、

いかがでしょう。

石原社長：そうですね、はい。

̶̶̶そのあたりはどのように着手していきましたか。

石原社長：桐生はやはり繊維業が盛んですので、布製品

をつくっているというところは本当にたくさんあるんで

すね。デザイナーさんとかもいらっしゃいまして、桐生

市内のお付き合いのあるデザイナーさんに、ちょっと相

談をしたら、いろいろアドバイスをいただきながら、「あ、

これだったらちょっと製品としていけるかも。」みたい

な感じになってきまして。そういったものがきっかけで、

だんだんデザインも具体的になり、じゃあ素材も布だけ

じゃなくて、木とか、ほかのものもいけるんじゃないか

と。

̶̶̶２回目の起業ですけれども、やはりスタートライ

ンを含めて、アイ・エス・プライムを設立したときとは

違いがあると思うんですね。

石原社長：そうですね。やはり全く違いまして、アイ・

エス・プライムのときはもう、前職がソフトウェアの会

社だったものですから、ずっとソフトウェアをやってき

たもので、事業を進める上での問題というのはあまり技

術的なところはなかったんですけれども、キャットハウ

スになると、まず自分がネコを飼い始めてまだ１年ぐら

いしかたっていないので、ネコの知識もそんなすごくあ

るっていうほどではなかったんですね。それから、形あ

るものをつくって販売をするっていうことは１回もやっ

たことがなかったんですね。全く知らないけれども、も

うやりたくてしょうがなくて始めたんですが、相談でき

る方というのがたくさんいらっしゃいまして、そういう

商売をやられている先輩方とか、そういう方にも本当に、

聞きまくってというか、本当にいろいろアドバイスをい

ただきながら、「こういうときはこうしたほうがいいよ」

とか、「これをやるんだったらこういうところがあるよ」

とかというのを教えていただきまして、本当にもう感謝

しているといいますか、とても勉強になっていますね。

̶̶̶ご縁って、本当に大切なんですね。

石原社長：はい、そうですね。
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̶̶̶２つ、全く別事業のものを立ち上げた石原社長に

ぜひとも教えてほしいのは、起業にとって大切なものは

何かということなんですが。

石原社長：まず熱い気持ちといいますか。アイ・エス・

プライムと、ネコの事業では違うっていうか、熱い気持

ちがネコのほうが強いですね（笑）。

̶̶̶そうなんですね（笑）。

石原社長：そうですね。もう絶対につくりたいというか。

お客さまに満足していただくというのも当然あるんです

けれども、うちのネコに満足してもらいたいというのが、

やはり第一番にありまして、そういう、どうしてもやり

遂げるという熱い気持ちが一番大切かなと思います。

̶̶̶最後に、今後の目標をお聞かせいただければと思

います。

石原社長：今の布製品と、木工の製品ですね、それから

張り子と３タイプつくっているんですけれども、もう

ちょっとほかに、キャットタワーですとか、ネコ用のハ

ンモックみたいな製品もあるんですね。今、そちらのほ

うも試作を始めていますので、もうちょっと商品ライン

ナップを増やして、世の中のネコと飼い主の方に満足し

ていただける商品をまず提供するということと、日本国

内だけではなくて、海外展開をしたいというところです

ね。あとはアイ・エス・プライムがソフトウェアの事業

をやっているものですから、ネコとソフトウェアを組み

合わせて、ネコ用の健康管理システムといいますか、ネ

コの日々の状態をセンサーで読み取って、それをクラウ

ドに上げて、その状態をアプリで見られたりとか、異常

があったときに通知をしてくれるようなシステムをつく

ろうとしています。

̶̶̶これからも、ネコの救世主として……。

石原社長：はい、そうですね（笑）

̶̶̶また家族とネコとをつなぐ、そんな役割も今後も

楽しみにしております。

石原社長：はい、ありがとうございます。

̶̶̶bit capsuleの石原則和社長にお話を伺いました。

ありがとうございました。

石原社長：どうもありがとうございました。

エピローグ
　夢への挑戦をテーマに、明日へ向かって走っている人

を応援する番組「チャレンジ・ザ・ドリーム」。今日は、

番組前半は、ブランド牛肉「赤城牛」の生産から加工・

流通までを手がける鳥山畜産食品株式会社の鳥山真社長

へのトップインタビュー、そして後半は、キャットハウ

スの開発販売を手がける桐生市のbit capsuleへの訪問イ

ンタビューをお送りしました。トップインタビューの模

様は、ポッドキャスト配信も行っています。FM 

GUNMAホームページの「チャレンジ・ザ・ドリーム」

のサイトをご覧ください。

　「チャレンジ・ザ・ドリーム～群馬の明日をひらく～」、

この番組は「頑張るあなたを応援します！群馬県信用保

証協会」の提供でお送りしました。ご案内役は、私、奈

良のりえでした。

FM GUNMAと当協会の共同制作番組

チャレンジ・ザ・ドリーム
～群馬の明日をひらく～
【２月の放送のお知らせ】

平成29年２月２日（木）12:00～12:55
再放送　 ２月４日（土）  8:00～  8:55

ぜひお聞きください！
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